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1 . はじめに

シンガポール（以後、星国）は 1965年にマレーシアから独立したまだ若い国である。

面机は淡路島とほぼ同規模であり、建設投資は 2011年現在で 101US$、ちなみに日本は

同年で 5,225US$であり、大きな開きがあるが、それぞれの国土面槙で除した場合、星国

は 1,420万US$/km2, 日本は 138万 US$/k面となり、いかに狭い国土で多くの建設活

動を行っているかが分かふそのため、建設市場は活況を呈しており、設計、工事等にお

いて外国人、外国企業の採用も盛んで、国際化の程度は世界でもトップクラスである。実

際に、日本の建築家も多数活躍しており、特に星国の建国直後から活動を開始した日本の

建設企業は、星国の発展を建設の立場から支えてきたといっても過言ではない。また、建

設にかかわる法律、制度の整備に関しても多くの技術支援を果たしてきた。そして、現在

では星国の大規模・複雑なプロジェクトは日系企業が担当していることが多い。一方で、

建設労働者はすべてを外国人に依存しており、星国政府としては、外［玉1人労働者の屈用な

らびに国内滞在には特段の注意を払っている。

うした中で、星国の建設にかかわる政府機関や団体、 /11,[々 の企業は、機会を見ては、

[I 本の企業、特に建設企業ならびに建設」~ijf.の視察に米IIすることが多くなっている。一

部の建設企業の方からは国なり、大学なりがまとめて対応してほしいとの声を間くことも

あった。筆者のもとに依頼が来ることも少なからずあった。

2. シンガポールからの訪日調査団受け入れの経緯

そんなさなかに、星国の日本大使館を通じて筆者のところに、 BCA(Building and 

Construction Authority ; 星国政府の建設部門で日本の国土交通省に該当する部門）並び

にBCAA(BCA Academy)から、訪日調査団（以後、訪日団）受け入れの要請があった。

その目的は「日本の建築生産システムの高い生産性・工業化・乾式化ならびに関係者間

の連携などの実際の視察ならびに研修、意見交換」にあった。訪日する団体は BCA& 

BCAA、星国建築家協会 (SIA)、星国建設業協会 (SCAL)など総勢 30名程度。

前述のとおり、星国の建設関連団体、企業が個別に日本の企業を訪間することを多少な

りとも集約できる術を考えるべく、旧知の国土交通省の担当課の方とも相談し、共同で受

け入れ企画を立て、訪間先を確定させることで合意し、訪日団を受け入れることにした。

具体的な受け入れに際しては、訪日団の目的が「生産性・工業化・乾式化」にあることから、

建設企業を中心にし、研修の内容としては、日本の建設産業が大きく発展した 1980年代

のTQCや複合化工法の歴史を学んでもらい、それらの定着とともに生産性が向上したこ

と、超高層建築技術や全自動建設システムの開発はそれ自体にも意味はあるが、それらの

要素技術の波及効果が大きいこと、これからは生産性向上もさることながら環境共生、品

質• 安全面への配慮がますます重要であることなどを理解してもらうことに狽いを定める

こと、また星国での生産性向上や工業化にかかわる技術移転に日本企業が貢献してきた歴

史も伝えることにした。そしてこれらに対応できる企業として大林組、鹿島建設、清水建

設、大成建設、竹中工務店の 5社（以後、大手 5社）に参加してもらうことを決定した。

なお、大手 5社への個別の要請事項は以下のとおりであり、それぞれ的確に応えてい

ただいている。（企業は五卜音順）
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PROGRAMME OUTLINE 

視察を行った建築プロジェクトの概要

2 京都大学（中央）国際科学イノベーション棟新営そ

の他エ屯

用途：教育・研究施設

規模：地下 11:1与・地上 5階、 SRC・S造、建築面柏

2,360.46m、延面栢 11.1l l.55m2 

建築じ：以部）ぐド、設』者：山下設計（エ信監理：京都

大憎施設部）、施 L者：鹿島建設

特徴：地ド 1~21:1りは東棟・西棟と分かれているが、 3

閉より LI陪て東凸か繋がり、中央に吹き抜けのある平面

の研究他オープンラホ及び交流・↑青報発信の場が叶両

されてし、な外共flじけは、 1・2階は化粧レンガ栢み、

31陪より J-_部は ACWの外装を採mしている。

[期： 13.4ヶ月 (-i",T:2013.12、竣二[予定： 20153) 

訪間時点での施、、［段階：地上鉄骨建方及び躯体工']}

視察内容：施］こ現場を訪間し、担当者から』［明聴取、現

場を見学

3. 清水寺

規模：本堂（国宝・襄永 10(1633)年）、子安塔（国重文・

党永頃）ほか

特徴：本堂の舞台は柱と貫によるラーメン構造でi廿来て

おり、中国から伝わった技法である。同じ技法は厨恨の

中にも使用されるが（「野小／五い）、これは日本的な応用

例である。 'li1先を延ばすため屋根に入れる梃'i'・、「桔木」

など、日本で発辻した構造技法には、外観から見えない

部分に力を注ぐものが多い。屯殴文化財の修理］口Jrには、

貨業費の半分以上が行政から補助され、伝統的建造物の

工事経験をもつ技術者・技能者が'lf業にあたっている。

視寮内容：学生から日本の伝統的建築技術について説明

聴取
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図 2:フログラム全体じ）狙い

4'(仮称）吹［日市立スタジアム祈策工:]t

サッカースタジアム

規校：地上 6階、 RC・S造、延面積 66,355.021112

マネジメン

竹rji[l脊店

40,000人収容じ）サッ

カー専用スタジアム，蒻危によるスタジアム建設と lヽう

スキームヘのチャレンジであることから、ローコスト

かつ 22か月という短［期での完成が条件のプロジェク

トこ全［王］的な労務職不足から、徹底的に現地作業をなく

す施[,叶両となってlヽ るダ特に拮礎Iロドでは、大部分の

洪・フーチングを PC化することで、労務職を甘初予定

の 10分の 1以下に抑え、 Iー：程も順調に推移してしヽ るこ

SRC・RC造）、延面積 76.074.95m2 

：ダイビル、設計者：日建晶汁、施工者：大林組

外観は、外装プレキャストコンクリート板を使用

した大庇を備え、この大庇により間放的な眺望を確保し

つつ日射を遮殻しているまた、大庇に柱を張り出させ

ることで、 1フロア約 1.620面の無柱・烙形空間を剖

出しているや白慇換気システムや Low-E複屑ガラスの

椋準的なオフィスピルと比校してエネルギー消

35%以上削減を実臭近燐ビル・高速道路との密

接した地域での施―［のため、

を行~ヽ、エ期短培のため地ド逆打掘削[法を採用してし＼

・［期： 31.5ヶ月 (:ti[: 2012.8、竣[予定： 2015 3) 

訪間時点ての施［段階：地上躯休］＾・・事が終了し、外装[

且ー
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図3:日本、「ド国、星［月の建設企業の進廿i状況

こての

ンク丁ャ

以下は、このようにして決定した訪日団受け入れにおいて、どのような現場視察・研修

が行われ、訪日団からはどのような質間が出されたかの記録である。紙面の都合上、硯場

等の特徴は（則注とし、質間への回答ぱ喜LJ愛するc

3. 調査団の現場視察・研修の記録

訪日団の全体スケジュールは延べ 5日、視察現場 11、レクチャー 8のプログラムであっ

だ対 Io

3.1京都大学でのレクチャー 1

ロレクチャー 1の概要

（筆者が担当したためやや詳しく紹介する。）

京都大学では、まずプログラム全体の狽いを説明した。すなわち、訪日団の目的である「生

産性向上」、「プレハブ化」等の技術の習得は、安定した建築生産システムの構築、優れた

技術者／技能者の育成等の結果であり、生産性向上等の前に安全、高い品質等の確保が

重殴であるので、今回の視察ではそれらの点を十分に理解してもらいたい旨を伝えだ勺2c

次に、「日本のものづくりについて考える」と題して、世界で評判の「日本の建設現場は

芙しく、しかも品質が確保されている」殴因についてレクチャーしたバ l。その一部に日

本の総合建設業者の海外進出に関する話題がある。その話題の一端を説明すると、図 3は

日本、中国、星国の 3ヶ国間における各国の建設企業の進出状況を表している。星国にお

いては、日本、中国いずれの国の建設企業にせよ、星国の法制度（星国の円で表現）に従っ

て建設活動をしていることに間違いはないが、その法制度を遵守するとともに、母国での

建築生産のしくみ（以後、「しくみ」）をほぼそのまま持ち込んで（日本は実線の楕円、中
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Case2: Project in 
AR: Singapore, GC 

国は破線の楕円で表現）建築工事を行っている。すなわち図 3の④の領域は星国の法制度

の下で日本の「しくみ」と中国の「しくみ」をそれぞれ持ち込んだ建設企業が競合してい

ることを示している。その中で、プロジェクトの用途・技術的難易度から現場組織の規模

が異なるのは当然であるが、決定的に異なるところがある。それは、現場組織に詳細図．

施工図．躯体図等を描く班が配置されているかどうかである。多くの日本の建設企業の現

場では図面班が用意され、中国の建設企業では用意されていない。もちろん、これらの特

徴が歴然としているのは、それぞれの国内での設計チームと施エチームの連携／業務分担

のありようがそのまま反映されているからである。

そこで疑間が生ずる。なぜ日本の建設企業は星国でも施工図関係を描くことになるのか。

制度として求められていない施工図関係を描くことは、いい仕事、完成度の高い仕事をす

るためにはいいかもしれないが、一方で、建築主が要求していないレベルの仕事、すなわ

ち過飩砧質の仕事をしている可能性はないか。そこに投入されている施工図班につぎ込ま

れる費用は、片やそれらを必要としない中国の建設企業と請負価格の競争をすれば勝てな

いことは容易に想像できる。すなわち、現在、星国で活耀している日本の建設企業は価格

競伯に終始しないプロジェクト、高い技術や品質が評価に皐llみ込まれたプロジェクトに限

定して競争に勝つことができているのである。

このことについては十分に検証する必汲があろう。レクチャーでは、これに続いて、図

4、図 5を使って日本の建設企業が施＿ん［図を拍'iく汲囚の説1リ］に人っている。

ロレクチャー後に出た主な質問

「日本の設計チームで意匠、構造、設仙の各設計はだれがどのように調整しているのか、

それらは英国、米国、中国などではどうなっているのか」、「日本の美しい現場の実現に発

注者、設計者はどのようにかかわっているか」

3.2京都大学（中央）国際科学イノベーション棟新営その他工事2

口現場視察の概要

{E来」こ法のすっきりとした研究施設として建設中である。発注は設計と施工が分離され、

工事監J!Jlは京都大学施設部が行う典型的な公共工事のやり方である。

口現場視察前後に出た主な質問

「現場が非常にきれいだが、訪日団のために特別きれいにしたのか」、「コンクリートの

打設量は 1日どのくらいか、 1回あたりどれくらいか」（歩掛に関する質間）、「鉄筋は圧

接しているが、その工法はよく使われるのか、その採用理由は何か」、「機械式継手と比べ

ての有利不利はどうか」、「骨材、コンクリートの肌の色の違いはないか」

3.3 清水寺一帯と本堂見学3

口現場視察の概要

大規模木造建築物としての清水寺、とりわけ舞台の見学の希望があった。星国でも CLT

を使った大規模木造建築等が生産性向上の技術として話題である。ボランティアガイド並

びに京大建築修士学生の杉村佳愛君に木構造の技術的説明をしてもらった。

□現場視察前後に出た主な質問

「シロアリ対策とその保証期間」、「清水寺の伽藍配置とそれらの持つ機能は何か」、「修

理現場は市民に公開されるのか」、「そばにある地主神社に若者が来るのはなぜか」
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7勝どき五丁目地区第一種市街地再間発事業施設建築

物等新築工事

用途： 1420戸の大規模ファミリーマンション

規模：地下 2階・地上 53階、 RC造（一部 S造）、制震

構造、建築面柏 5.9!5.9m2,延面積 161.697.33m2

建築主：勝どき五丁目地区市街地再開発組合、設計／施

工者：鹿島建設（工事監理：佐藤総合計画）

特徴：近隣への影響低減と 5h壁面日影を無くすために、

新型のトライスター平面形状を採用。採光上不利となる

中心部は自然光を取り込めるライトチューブとし、

時にも中廊下の照度確保と、自然換気を実現している。

構造には塔状比で不利となる免震構造は採用せず、建物

全体で地震力を吸収する最新の制震技術である「VDコ

アフレーム構造」とすることにより、従来よりも高い安

全性と間放的な居住空間確保を実現している。

工期： 51ヶ月（；；『[:2012.10、竣工予定： 201612) 

訪間時点での施［段限：地下躯体工事、タワークレーン

設ii't間始

視寮内容：施［現場を泊間し、担当者から説明聴取、現

場を見学

8. (仮称）大手町 1-1計両 A棟新築工惰

用途：業務ビル等複合施設

規校：地下 5階・地上 22階、地下 SRC造・地七 S

造（柱c打）、制震構造、建築面禎 4、128m2,延面積

107.747m2 

建築主：三菱地所・JXホールディングス・大手町デベロッ

プメント特定目的会社、設計者：三菱地所設計、施工者

（仮称）大手町 1-1計画 A棟新築工事共同企業体（鹿

島建設 ・NIPPOJV) 

特徴： 100年存続するグレードの建物構築を目標に、

再現期間 150年の設計風荷重を考忠した外壁は、石打

込みの PCCWとLow-Eガラスによるダブルスキン CW

を採用しているc 主用途は、屯務所、物品販売店、飲食

店、駐車場の複合用途。高度防災都市づくりに向けた取

組みから、津波に対する防潮設備、停屯時の室内環境確

保の為の手動換気装骰、 6000./!のオイルタンクと非常

用発電装附などを設附している。さらに、隣接する皇居

濠の浄化設備施設も併設する 2

工期： 34ヶ月（着工： 2013.2、竣工予定： 2015.11) 

訪間時点での施工段階：地上鉄骨建方、低層階・地下躯

体、地下外周掘削

視察内容：施工現場を訪問し、担当者から説明聴取、現

場を見学



10泊水建設本社

用途： 'H務所

規模：地下 3階・地上 22階・塔屋 1階、 RC造、免震構造、

延床面積約 51.800m2

清水建設、 泊水建設

特徴：平常時の節屯・省エネ対策と非常時の-n業継続・

エネルギー確保を目指す ecoBCPの概念にもとづき、

超高府コラムレスオフィスをもとに太陽光発屯ハ

ネルを搭載したハイプリッド外装システム、タスク＆

アンビエンド輻射空調 ・LED照明、スマート BEMS

の環境技術を駆使することにより、一般的なオフィス

ビルに対し CO2排出ばを 62%削減 (CASBEESランク、

LEEDゴールド忍証を取得）

工期： 37ヶ月（着工： 2009.4、竣工： 20125) 

訪間時点での施工段階：施l二済

視察内容：本社ビルを訪1/ilし、会議室にて担甘者から本

社ビル建設プロジェクトについてのレクチャー (Lecture

4)、ビル内外の見学

11.i, 『水建設技術研究所

用途：研究施設

風洞

12の先端実験施

設を有する都心型建設技術研究所として、基盤技術の高

度化研究を実施するとともに、総合的なソリューション

提供のための応用研究間発を他産業企業や研究機関等と

のオープンイノベーションにより推進3

工期： 14ヶ月（着工： 2002.9、竣工： 2003 10) 

，；ガ間時点での施工段階：施］：済

視察内容：研究間発の重点領域である生産革新分野の研

究概要及び建築設備一体等のユニット化における檬準化

と!CT活用に関する下例説明

設新本社等） (Lecture 5) と部材・材料のリュース・リ

サイクル技術を適用
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3.4 (仮称）吹田市立スタジアム新築工事4

口現場視察の概要

PC版を巧みに使った現場で、現場の総括所長は PCエ法を得意とした方であった。また、

所長は星国のチャンギ空港第一期の現場を経験した方で、英語での説明に加えて親近感が

あり、拍手喝さいを浴びていた。写真 2は施工を考慮した構造設計の説明部分で、さも記

者会見の風景のごとくカメラ撮りが激しくなった刀;'[3。スタジアムを在来工法、 PCエ法

等で建設した場合のエ期比較にも強い関心を示していた。

口現場視察前後に出た主な質間

「スタジアムのトラス梁分割の考え方と接合方法」、「サイト PCと工場 PCの使い分けを

どう考えるか」、「見積・積算の方法」

3.5新・新ダイビル（仮称）

口現場視察の概要

大阪で事務所ビルを多く所有する発注者が設計と施工を分離して発注した工事で、完成

I翡/j際の中、仕上げ等を中心に視察したc

口現場視察前後に出た主な質問

「現場がきれいに清掃されているが、どのようにすればこうできるか」、「逆打ちエ法で

の上部躯体の荷重等の制限はあるか」

3.6国土交通省でのレクチャー 2

レクチャー 2の概要

レクチャーは 3人で分担された。①日本

の建設産業と生産性向上ド)6、②国土交通省

の調達方式の現状と今後L<l7、③日本の住宅

ロレクチャー後に出た主な質問

「生産性をどのように把握しているか」、「建

設価格、品質等を政府としてどのようにコン

トロールしているか」、「省エネルギー／現場

の効率化に関して法的な規定はあるか」、「国

の施策等をレビューする委員会の存在とその

メンバー」、「予定価格制度と総合評価方式」

3.7勝どき五丁目地区第一種市街地再開発事業施設建築物等新築工事7

口現場視察の概要

都心部に立つ大規模な集合住宅で、工事は設計施エー括で発注され、工事監理に設計事

務所が雇用されている。

二現場視察前後に出た主な質問

「lサイクルは何日か」、「現場での労働時間と近隣間題について」、「鉄筋工事の重ね継

手と圧接の使い分けとその理由」、「型枠、鉄筋の歩掛について」、「現場での廃棄物、リサ

イクルの実情」、「コンクリート打設時に生コンクリートが残る量」
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3.8 (仮称）大手町 1-1計画 A棟新築工事8

口現場視察の概要

写真6: 日本建設業連合会でのレクチャー

狭小過密な地域で逆打ちエ法を採用した現場い'{5で、既存建物の解体にはカットダウン

工法で解体期間短縮と解体材の飛散防止を実現している。発注は設計と施工を分離した伝

統的な方法である。

口現場視察前後に出た主な質問

「地下鉄との境壁など、地下鉄が工事に与える影響はどうか」、「立て替えで建物の高さ

はさほど変わらないが採算性は向上するのか」、「カットダウンエ法のメリットは何か」、「逆

打ちエ法は技術的に安定しているのか」、「地下水の間題はどのように解決しているか」

3.9日本建設業連合会でのレクチャー 3

レクチャー 3の概要

レクチャーは 3人で分担された。①日本建設業連合会の活動について、②日本の建設生

Jl『『I向上への計画と 1つの事例、

レクチャー後に出た主な質問

「生産性向上の指標はどのようなものがあるか」、「建設廂業昇への入職者が減っている

がその対策は？」、「新卒者の初任給は？」、「人社後の教育システムはどうなっているか」、

「女性技術者の増加ど活用策にはどのようなものがあるか」

3.10清水建設本社 10とレクチャー 4

口現場視察・レクチャー 4の概要

工事中から、節電・省エネ対策、非常時の事業継続・エネルギー確保のために様々な新

技術が組み込まれているとして注目された建物の見学とその内容のレクチャーであ

口現場視察・レクチャー後に出た主な質問

「節電・省エネ等の監視システムはどのようになっているか」、「現在の技術水準に至る

までの歩みはどのようなものであったか」、「日本でのこれらの評価のしくみはあるか」

3.11清水建設技術研究所 11とレクチャー 5

口現場視察・レクチャー 5の概要

「建設昇の革新に向けた生産性向上のため

のliH究開発活動」と題して、建設産業での生

産性向上は地道な研究開発活動から生まれる

もので、決して一夜にしてすばらしい技術が

生まれるものではない。その 30年余りの変

遷を振り返り、将来への展望をレクチャーさ

れだe<JSo 

口現場視察・レクチャー後に出た主な質問

Future Direction toward Construction Innovation 

「要素技術にはどのようなものがあり、それはどのような経緯から生まれたか」、「自動

化施工で開発された要素技術は、その後どのようなものに応用されているか」
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12竹中工務店東京本店

用途： 'H務所

規模：地上 7[賭、塔屋 l階、 S造（柱 CFT)、延面柏

29,7 49.96m' 

建築主：竹中工務店、設計／施工者：竹中工務店

特徴：設計施エー貝システムにより、最新の建築技術

を随所に取り入れ、＇・知的生産性を向上させるワークプ

レイス＂と、環境負荷が小さく、コストパフォーマンス

の高い“サステナビリティ建築”を追求した本社ビル。

10.8m x 10.8mの均等スパンと外殻ブレースによる架

構計画、光の運河による自然光取り入れ、自然風利用の

ハイブリッド空謁等々の要素は、施工性にも優れ、同社

の手がける様々な事務所建築のプロトタイプとなってい

る。

工期： 12ケ）l ({;1:: 2003.10、竣工： 2004 9) 

訪間時点での施[段閉:施工済

視寮内容： 4叫ビルを出間し、会議室にて担当者から本

tiビル建設プロシェクトについてのレクチャー (Lecture

6)、ビル内外の見学

13. 南池袋二丁目 A地区第一種市街地再開発事業施設建

築物新策他□1こ事
用途：住宅、庁舎（悶島区役所）、店舗、 :H務所

規模：地下 3階・地上 49階、 SRC・RC造、延床而柏

94,800m2 

建築主：南池袋二丁目 A地区市街地再開発組合、設計者

日本設計、施工者：大成建設

特徴：①行政が庁舎建て替えにあたり民間活力を活用し

て新たな街づくりを実現した代表的な事例。③低罰部が

防災拠点としての機能を有する四島区庁舎、高肘部が共

同住宅、地下では地下鉄駅に連絡する等、都市インフラ

機能を有するc ③低腎部の外装パネルや高罰住戸のバル

コニー手摺に太陽光パネル、緑化パネルを配するととも

に、低罰部には水の流れる屋上庭園を整備し、省エネや

環境に配悲C @: 高）付直下部に逆打ち:r:法を用いており、

高強度 PCa(Fe~l 40N/mmりの構真柱とすることで断面・

直：［しを軽。そのまま本設柱として活用できるため更なる

lフロア 4日のサイク

ルでエ期を短縮c

］こ期： 37ヶ月（着エ・

2012.2、竣工予定

2015 3) 

訪間時点での施工段階

地上躯体を完了し、内・

外装・仕上エ惰中

視察内容：施工現場を

訪問し、担当者から説

明聴取、現場を見学



350ml 

規模：高さ 634Ill、S・SRC・RC造、屯さ約 36,000t(タ

日建設叶、照明コンサルタント：シリウスライティング

オフィス、施工者：大林祖

特徴：外観は、足元が正三角形で、 上へ伸びるにつれ1月

へと連続的に変化し、見る角度や眺める場所によって多

様な表I青を持っている。施］：にあたっては、

塔世界夕9の高さを支える拮礎杭にナックル・ウォールを

採用するとともに、心柱制振を用いてタワーの揺れの軽

減を図っている。最卜部となるゲイン塔（長さ 200m) 

は、低門部で施―[の上、心柱の空間部分を利用してリフ

トアップするr.法を採）廿するなど、技術の粋を結集して

いるこ

[期： 44ヶ月（着［：

2008.7、竣工： 2012 2) 

訪間時点での施」:段階

視察内容：東以スカイツ

リーイーストタ

O)'j扉j説明 (Lecture

スカイツリープロジェク

トの概汲及び施工上のエ

夫等）及びスカイツリー

図9: 複合化］］去について

The Enthusiastic Look at Japanese Construction Industry from Singapore 

Shuzo FURUSAKA 

3.12竹中工務店東京本店 12とレクチャー 6&7

口現場視察・レクチャー 6&7の概要

約 10年前に建設されたこのビルは、 'A1時の環境共生技術、省エネ技術等を数多く取り

入れるとともに、建設に崎たっては生産設計上の成果を最大限生かしたものとなっている。

そのためのレクチャーとして次の 2つを用意した。① 1980年代以降の日本と星国のプロ

ジェクトのマネジメントについて、②東京本店プロジェクト

□現場視察・レクチャー後に出た主な質問

「マネジメントにおける日本と呈国の違い、星国へのアドバイス」、「3Dプリンターなど

がIJ宣伝されるがどう考えるか」、「エ期、予算が厳しいプロジェクトをどうマネージするか」、

「人材不足の中での短工期工事ではどう］こ夫しているか」、「革新的手法とは何か」

3.13南池袋二丁目 A地区第一種市街地再開発事業施設建築物新築他工事 13

口現場視察の概要

低層部に防災拠点としての区庁舎を行する大規模な集合［［宅で、 [~ ドは柏屈］―・.法で行わ

れた。設計と施工は分離して発注された

口現場視察前後に出た主な質問

「現場での労働時間l等と近隣との合意について」、「積屈］二法のサイクル］口程であるが、

なぜ4サイクルがよいのか」、「一般階での木主、梁、スラブ等の数量」、「［直「ドの足場の盛

り替えについて」、「使用している PC工場、生コン工場の数と分布」

3.14 東京スカイツリー 14とレクチャー 8

口現場視察・レクチャー 8の概要

東京スカイツリーの設計、施工の記録に拮づき、その建設過程の説明と、実際の建物の

見学を行ったパJ;iO、[:;IO。

レクチャー後に出た主な質閉

「安全上の工夫、とりわけ塗装の塗り替え時のことをどのように考えているか」、「タワー

クレーンのクライミングと解体の方法」、「火災時の避難経路、制御等について」、「溶接工

を数多く必要としたが、その手配をどうしたか」、「スチールの強度はどうか」

4. おわリに

5日間の同行は予想外にハードであった。しかし、訪日団の視察の様子、 Q&Aの11寺の

矢継ぎ早の質間、その質間の内容の素直さ・真剣さには目を見張るものがあった。欲を言

えば、初日にレクチャーした観点「安定した建築生産システムの構築、優れた技術者／技

能者の育成等の結果であり、生産性向上等の前に安全、高い品質等の確保が重要であるの

で、今回の視察ではそれらの点を十分に理解してもらいたい」がもう少し反映した視察で

あってほしかったQ しかし、この訪日を契機として、国土交通省と BCA、あるいは団体

間ならびに企業間、個人的にも交流の輪が広がれば望外の喜びである。

89 




